
●現在の生徒・学生の実態、高校教諭・大学教員の努力

がよく解り良かった。

●若年層の減少に対し、学生数の確保と学力水準の維持

とを両立させるために、様々な工夫をされていることが

わかりました。同時に、大学の教育でそこから始めない

といけないということであり、社会の将来について不安

が高まりました。

●“高大連携”自身が何なのかについての解説が１頁ぐら

いあっても良かったのではないかと思いました。

●高校１、２年生の方々に読んでもらいたいと思える内

容でした。在学生としても興味のある話題ですが、高校

生に見てもらう機会を作っていただきたいと思います。

（オープンキャンパスなど）

●構成が少しマンネリ化してきている感があります。多

少違う観点から構成してみるのはどうでしょうか。

●今回 (2009 冬号 ) の「がんばれ徳大」のように広く

活躍している本学出身者を取り上げるのは良いと思いま

す。是非、在学生との対談などを記事にして下さい。在

学生にも参考になることと思います。

→　編集委員会では構成を随時見直し、新鮮な記事をお

届けするように努力しています。学生や卒業生の活躍を

紹介する記事は好評を頂くことが多く、また学生の日常

生活を紹介してほしいとのご意見もあり、現在は学生が

編集するページの設置を検討しています。今後もいろい

ろな観点の記事を企画しますので、皆様のご提案をお寄

せください。( 宛先は裏表紙をご覧ください。)
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　高校を卒業したばかりの私は家族と

離れて日本へ留学に来ました。世界の

大強国で勉強とともに、違う世界で自

由な生活ができ、日本のいろいろなと

ころへ遊びに行き、新しい生活を楽し

く始めようと頭の中でいっぱい考えま

した。しかし、思ったより平たんな道

ではなかったです。１９歳の若さで日

本に来てから一人で暮らすようになって

学費も全部自分で負担しなければなら

ない。頭の中にバイトと勉強しか考え

られなかった。学校が終わったらバイ

ト、バイトが終わったら勉強というの

が私の生活でした。日本語の壁がある

ので困難なことが山ほどありました。

「もうだめだ」「諦めよう」「お父さんと

お母さんのそばに帰りたい」と考えた

こともあります。本当に辛かったです。

その時、日本人の恩人、家族、友達は

応援してくれて、力になってくれていた

ので自分で乗り越えることができまし

た。

　１年半の努力の成果、やっと大学に

入ることができました。自分の目的が

でき、苦労の成果が出たのでなにもよ

り嬉しいことだと思っています。この１

年半で頑張るという言葉の意味が分か

りました。大学で日本の建設技術を勉

強しながら、さらに日本の文化だけで

はなく世界の各国のことも勉強するよ

うになりました。友達がいっぱいでき

たきっかけで、いろいろな体験ができ

ました。勉強とバイトが忙しくても日本

にいる間にチャンスがあったら少しず

つ日本の文化、習慣を体験できるため

に交流会に参加したり、着物を着たり、

茶道を体験したり、阿波踊りに参加し

たりしました。毎日学生生活を楽しく

過ごしています。

　あっというまに来日、もう４年目にな

りました。４年間に辛いことがあった

からこそ、人生の意味を見つけること

ができました。家族の大切さ、人と人

の絆、努力の意味、将来のやりたいこ

とが分かることによって自分がだんだ

ん成長しています。世界各国を繋ぐか

け橋の技術者になるのが私の目的で

す。それから、「母国のために役に立て

る」「自分が良い生活ができるより社

会に貢献ができる」という技術者にな

りたいと思います。日本に来て先進の

技術を身につけることができて本当に

良かったと思っています。例えば４年

前に戻っても私はまた、

日本に留学することを選

びます。

　日本の恩人方、学校の

先生、両親、先輩、友達……。皆さんに

心から感謝しています。外国での留学生

活が大変だと思いますがこれからも留学

生たちは一緒に頑張りましょう！

　２００５年１０月から２００８年９月ま

でアメリカ合衆国テキサス州のテキサ

ス大学ヒューストン校歯学部ならびに

同州ダラス市にあるベイラー歯科大学

にて研究留学する機会を得ました。

　アメリカ合衆国中南部でメキシコと

国境を接するテキサス州は、アラスカ

に次ぐ全米第２位の面積をもつ広大な

州です。歴史的にテキサス共和国とし

て独立していたこともあってか愛州心

が高いようで、星条旗だけでなく州旗

を掲げている光景が多く見られました。

　最初の勤務地であったヒューストン市

は州南東部に位置し、ニューヨーク、

ロサンゼルス、シカゴに次ぐ全米第４

の人口を抱える都市です。この街は、

フロリダ州のケネディ宇宙センターで

打ち上げられたスペースシャトルを管

制するジョンソン宇宙センターがある

ため宇宙開発関連で名高い一方、医療・

研究機関の世界最大の集積地であるテ

キサスメディカルセンターがあることで

も知られており、世界各国から多くの

医療関係者・研究者が、情報収集や技

術習得に訪れています。

　センター内の有名機関としては MD

アンダーソン癌センターやベイラー医

科大学が挙げられ、私の勤務していた

テキサス大学歯学部はその隣に位置し

ていました。この一大医療センターで

は何らかの新しい施設が常に建設中

で、現在も拡大を続けています。徳島

大学は平成１６年にテキサス大学と姉

妹校提携をしましたが、それ以来学生

ならびに教官の交流が年々盛んになっ

てきているようで、すでに訪れたとい

う読者も多いのではないでしょうか。

ちなみにメディカルセンター隣にあり

日本庭園も備えたハーマン公園では、

毎年４月にジャパンフェスティバルなる

ものが２日間にわたって開催され、多

くの現地邦人が様々な催し物を企画

し、盛り上がりを見せていました。

　さて、仕事のほうですが、骨の領域

では非常によく研究されている Runx2

や Twist といった遺伝子の歯の発生に

おける役割の解明を目的として、Dr. 

Rena N. D'Souza の研究室で行って

いました。研究生活は、当初ヒュースト

ンで送っていましたが、途中、ボスの

他機関でのポジション獲得に伴い、同じ

テキサス州ではありますがヒューストン

市から北へ４００km に位置するダラス市

に引っ越しをすることになりました。新

しい勤務先のベイラー歯科大学は１００

年以上の歴史を誇る古い大学でしたが、

臨床・研究ともに現在も歯科界の中で

高い水準を保っています。

　ところで、テキサスというと年中暑

い所というイメージを勝手に持ってい

ましたが、ダラスも夏こそ暑いものの、

冬には水たまりも凍れば雪も降り、コ

ートすらそれほど必要としなかったヒュ

ーストンとの違いに驚かされました。

　海外留学など大して珍しくもない時

代ですが、やはり多くの方が感じるよ

うに、他国に住むことで歴史・伝統・

文化といった様々な面で改めて日本の

素晴らしさを認識しますし、何より人

生において大変良い勉強・経験になっ

たのではないかと思います。様々な国

の友人ができたことも財産で、海外出

張時での再会が楽しみです。

　今回このような貴重な機会を与えて

くださいました森山啓司教授（現東京

医科歯科大学 大学院医歯学総合研究

科 顎顔面矯正学分野）ならびに不在

中にご迷惑をお掛けしました教室の諸

先生方に厚く御礼申し上げます。

読 者 の 言 葉


